
一20一

Datin9(絶対年代測定)

とくにわが国の場合

野沢保

いるものが少なくない.

(1)わが国の地質とD洲n9

よく知られているように日本の地質構造は非常に複

雑である世地殻変動がくり返して起き古い構造は

摺曲や断層によってこわされみだされている.日本

列島の地質調査の困難さはそれぱかりではない.日

本はあたたかでしめっぽく雨も多いので岩石は容

易に風化し土壌をつくり草や木が猛然と繁茂して地

表をおおいかくす.それでたださえ複雑にもめた地層

の露頭はみっけにくくなりせまい地域にかぎられるよ

うになりちぎれちぎれの不連続たものになってしま

う.日本の地質学者はこのような貧弱な露頭から得

た過去の断片をつ祖ぎあわせて日本列島の歴史を組立

てようとしている.地質学者にとって構造の複雑さ

は日本列島の特異性であり本質であり研究のやり

がいなのである.

ところでこのような複雑往事情は当然のことではあ

るが日本列島の歴史の編み方についていくつかの点

で対立的桂学説を生んだ.それぞれの学説の裏づけ

になっている事実は断片的たものであり連続した直接

的な証拠を欠いていることはやむをえない.したがっ

てこれらの論争は決着をっけられずに現在にいたって

こうしたわけで岩石の絶対年令はか祖ゆ直接的な証

拠になりうるという期待をもってわが国の地質学界か

らとくに注目を集めている.

私たちはいま数種類の鉱物の年令を測定することが

できる上したがってその鉱物を含んでいる岩石の年

令を測ることができる.それで今では地球の年令ま

でかなり正確に測定されている.この年令測定はち

かごろはやりのミァィソトｰ大の地質学への贈りも

のである.

60年ほど前初めて鉱物(岩石)の年令が根拠の確か

な方法で測定された.それは放射性元素が一定遠度

で崩壊することを利用してその元素を含む鉱物の年令

を測定することによるものである.この測定は画期的

枚できごとでそれまで信用されていた神謡と不確かな

憶測をふきとばした.現在46億年と測定されている

地球の年令はそれまで1～2億年と考えられていた.

20年ほど前質量分析計を用いることによって放射

性元素のアイソトｰプの分離ができるようになった.

Dati㎎は一挙に容易になり精度を増し利用するこ
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第2表

本邦変成岩･花嵐岩の年令について旧来の説と腕ti馳g

変成岩･花闇岩

飛騨変成岩

三波川結晶片岩

北上花闇岩

阿武隈古期花開岩

領家花開岩

これまでの諸説

①古生代末期一中生代初期

②先古生代

①中生代末期

②古生代末期一中生代初期

①中生代末期

②一部古生代末期一部中生代末期

①中生代末期

②古生代末期一中生代初期

①中生代末期

②古生代末期一中生代初期

�瑩湧

(単位百万年)

中生代初期

���

中生代末期

��

中生代末期

���㈰�

中生代末期

����

中生代末期

����

(注)絹来の説とDatingの結果と著しい差のあるものだけをあげた

測定数の不足している岩体もある

第1表地質時代ム絶対年代(1960資料による)�
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とのできる元素の種類一したがって測定できる鉱物(耕石)

の種類一を増した.そのためにわかに数多くの岩

石のDatingが行なわれるようになりめざましい業績

を表)げはじめた.

わが国の地質についてのDatingの貢献はまだこれ

からの吊二題である.しかしすでに約90個ほどの岩石

のDati㎎が行なわれている.その中には領家花崩

岩のようにK-A法による黒雲母のDatin9がPb一

α法によるジルコンやモナズ石のDati㎎と重複して行

なわれた地域も含まれている.第2表にわが国でこ

れまで論争のあった変成帯および深成帯の1･2につい

てこれまでの代表的な学説による年代とDatingの結

果を比較しておく.(第2表)

(皿)nati皿gの実際

Datin9に用いられる放射性元素としては適当た崩壊

の速度(半減期)をもつものが選ばれ多数にのぼってい

る.しかし実際には次のよう校条件があるのでそ

の種類はかたり限られる.

(1)分析設備を容易にととのえることができ叉技術的

になるべく容易で精度の良い分析ができること

(2)地殻に多量に含まれ広く分布し多くの種類の岩

石中に普遍的に含まれること

(3)その元素を含む鉱物が容易に入手され分離される

こと

それで現在多く用いられあるいは用いられようと

している3つの方法とそれに用いられる鉱物は次の

ようなものである.

(A)U-Pb法…･ジルコンモナズ石褐簾肩ウラン

万閃ウラン鉱フェルグソン石など

(B)K-A法…黒雲母白雲母サニジン微斜長万

海緑石シルバイトなど

(C)Rb-Sr法･…長石など

このほか第四紀の若い時代｡約5万年より若い時代

の岩石にはC1{法が用いられる.

これらの方法は対象とする岩石のもつ鉱物の種類お

よび推定年代によってそれぞれ選ばれる.たとえば

先古生代の岩石なら崩壊してできる元素が多量なので

U-Pbのように少量しか含まれていないが精度の良｡･

元素を利用する方法が選ばれる.古生代以後の岩石に

ついては崩壊してできる元素が少量になるから別に

1.2の問題があってもK-A法のようにもともと多

量に含まれている元素を利用する方法がよい.現在で

はそれぞれの方法が技術的に改善されどの方法でも

適用の範囲が広くなり誤差は少なくなってきている.

第3表

標準試料のK-A皿a古亘ng

(Afanasievその他1960)

■一'���■■■■

分析機関��試料鉱物(剃沈百万年)�

���L■■■

��徴斜長石黒雲母1白雲母�

'■■1■一■1■1��■''�

Rian(L日bor.ofI,E.Starik)�1515�1805�1820

■11111���

Rian(Labor.ofL.V.Kom1ev)�■�1800�1800

一■■ユ■��■�■■1

Prec齪mbrianLabor司tory�1485�1800�1800

1■■1一一�■�止■'�■■■■■

�敲����慮���卓��㌰��〉��

���捩��

'�一■1�1■�I■

�敧���〉�����

����琬潦�爬���捩�����〉��

平均�1478±68�1814土26�1816±29

���■■

(注)同一号万(北カレリアChemayaSalma産白雲周:･徴斜長

石斜長石ペグマタイト)から分離した各鉱物のうちで特に

微斜長石は榊'年齢を示す

K-A法はわが国でも最近数カ所の機関で開発され

てレ･るが最近の進歩した質量分析計を用いると百万

年単位のDatingが可能になっている.またIsotOpe

dilution法がくふうされて少量のA4oも測定できるよ

うにたった.最近さらにごく少量のA舳を測定する

ためにA40を中性子でたたいてA41を作って測定する

方法も考えられ約10万年まで測定することができるよ

うに柱りそうである.また一方C14法も約12万年ま

での測定がくふうされているので近いうちにK-A法

とC14法の適用年令の間のギャップは完全にうめられ

重複して測定することができるように祖るであろう.

K-A法にはまだ次のような問題が残されている.

たとえばA40の逸脱と拡散壊変定数雲母一徹斜長

石問題などである.これらのうちで雲母一徹斜長石

問題というのは同一岩石からとった微斜長石の年余が

雲母の年令よりいっも若く測定される傾向のあることで

ある.(第3表)この問題が解決されるとK-A法の適

用される岩石の種類はいちだんと拡大されるであろう

放射性元素の崩壊を利用したDati㎎は現在最も信

頼することのできる方法であって世界でも一部の問題

のある地域を除くと地質学的事実と矛盾する場合はほ

とんどない.しかしDati㎎は特定の鉱物の年令を

測定するものなのでそれから岩石の歴史を推定するの

には再変成作用その他の複雑柾問題の存在する可能性

を含んでいる.これらの問題のうちには地質学的方

法と協力して解決されなくてはならないものも少な

くない.�
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(皿)わが国のDating

わが国ではアイソトｰプの分離を利用しない時代か

ら木村三宅田久保などの先駆者によって10個ほ

どの岩石のDati㎎が試みられている.アイソトｰプ

を用いる時代に入ってここ2.3年の間に多数の岩

石が英国および米国の分析機関に送られDati㎎が行な

われた.また国内においても分析技術と設備が研

究開発され一部では信頼のできる成果をあげ始めて

いる.おそらくあと1･2年のうちにわが国の研

究機関数カ所で急速に多数の岩石のDati㎎が行なわ

れることに柾るであろう.

わが国のDatingの現在までの成果は第4表にみら

れるとおりである.この表からわかるようにDating

された岩石はわが国全体からみれば偏在しているし

それぞれの岩体について1個しか測定されていなかっ

たり単独の方法だけで測定されていて異なる方法で

チェックしてない場合が多い.私たちはこのよう祖

これまでのDatingの足り粗い点を補い地質学的方法

と協力してDatingの地質学への応用をより容易で

確実な信頼のできるものに前進させわが国の地質の

究明に役立たせたいと考える.

たお地質調査所においてもDatingの開発は着々と

進められ本年度から実施されようとしている.現在

分析設備の整備とわが国でDatingの不足している空

白地域をうめるための組織的な資料採集が行たわれて

いる.Dati㎎は地質調査所の多くの事業に強力な

補助的手段となるばかりでなくわが国の地質学の前進

に大きな貢献をすることであろう.

(筆者は地質部図幅第二課)

イ代

1その他..､一巳､潴

(註)北九州および中部地方で唐木田

な'どの分析した試料採取地点は

本図では確かでない
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策4表

本邦の花闇岩･変成岩および火山岩の年命(1962)

捨石名

産地

方法

試料

年齢

(百万年)

原著

北上地域

1�柘榴石含有角閃石黒雲彫化嵩閃緑岩�岩手県下閉伊郡岩泉町高清水�K-A�黒雲母�114�柴田その他(近刊予定)

2�黒雲母花開閃緑岩�措手県下闇伊郡岩泉1町乙茂�K-A�黒雲母�107土3�柴田その他(近刊予定)

3�花南閃緑岩(宮古型)�拾手県宮古市鍬崎�K-A�黒雲母�123�柴田そ0)･他(近〒11予定)

4�花闇閃緑岩ペグマタイト(宮古型)�借手県宮古市山口･山口鉱1Ll�206238���

���Pb-U�関ウラン鉱�94土8�今井その他(1960)

5�〃�〃�207285���

���Pb-U�〃�109土11�〃

6�角閃石黒雲母花闇閃緑岩�岩手県宮宵市重茂�K-A�黒雲母�122�柴田その他(近刊予定)

7�角閃眉黒雲母花開閃緑岩�貰手県下閉伊郡山田町織笠�K-A�黒雲揖�110±5�柴田その他C丘刊予定)

8�石英閃緑岩�岩手県釜眉市栗橋字橋野�K-A�黒雲母�115�柴田その他(近刊予定)

9�石英閃緑岩�新手県釜肩市粟橘手中村�K-A�黒雲母�{126129�柴田その他(近刊予定)

����

������一■…

阿武隈地域

������■■■■■,

11�花開嵩ペグマタイト�福島県伊達郡川俣町飯坂�U-PbTh�イットリア石�131�畑(1938)

12�花陶岩ペグマタイト�福島県伊達郡川俣町飯坂�U-PbTh�閃ウラン鉱�103�州その他(193S)

13�花闇岩ペグマタイト�福島県伊達郡川俣町飯坂�U-PbTh�褐簾石�111�田久保その他(1953B)

14�花開岩ペグマタイト�福島県伊達酬暇町飯坂�品一･･�ウラン洞�103�飯盛(1941)

15�花開岩ペグマタイト�福島県田村郡常葉町羽山爵�U-PbTh�フ』ルクソン石�109�大森その他(1957)

16�花筒岩ペグマタイト�福島県石川町�.�石川肩�132�田久保その他(1953B)

17�花禺岩ペグマタイト�福島県石川町�'�万川万�123�田久保その他(1953B)

18�花闇岩ペグマタイト�福島県万川町�K-A�徴斜長肩�85土12{二十499-1O�斎藤その他(1961)

����

20�角閃石黒雲母閃緑岩�����

�(古期阿武隈宮本コンブレソクス)�福島県東白川郡古殿村奥田�K-A�黒雲偉�95�Mmerその他(1961)

21�角閃石黒雲母閃緑岩�����

�(新潮阿武隈ス遠野コンプレックス)�福島県磐城郡遠野町折松北方1k㎜�K-A�黒雲母�102�Millerその他(1961)

関東地域

㈲

花開閃緑措

群馬県勢多郡東村沢入

��

黒雲母

86土4

柴田その他(近刊予定)

飛騨地域

������'■1■

23�飛騨変成岩類�富山県下新川郡字奈月町�K-A�金雲母�210土13{180±10�斎藤伽)他(1961)

㈴���

25�角閃石黒雲母片麻岩�富山県上新川郡大山町桑崎山西方�K-A�黒雲母�180�久野その他(1960)

26�角閃万透輝石黒雲母片麻岩�岐阜県吉城郡神岡町栃洞�K-A�黒雲橿�170�久野その他(1960)

27�透輝眉黒雲母片麻岩�岐阜県吉城郡神岡町栃洞�K-A�黒雲母�190�久野その他(1960)

28�柘榴1百黒雲母片麻岩�岐阜県吉城郡宮川村ヨ11原�K-A�黒雲母�180�久野その他(1960)

29�片麻状黒雲母角閃石石英閃緑岩�岐阜県吉城郡河合村大魚雁�K-A�黒雲母�175�久野その他(1960)

高遠･苗木･段戸地域

㌰

㌱

㌲

㌳

㌴

㌵

㌶

㌷

㌸

㌹

�

�

�

�

石英閃緑岩(高遠)

石英閃緑岩(長藤)

石英閃緑岩(長藤)

花筒閃緑岩(非持)

花開閃緑岩(非持)

ミロナイト(瞳;塩)

ミロナイト(臆…塩三)

ミ回ナイト(鹿塩)

ミロナイト(鹿塩)

花開岩ペグマタイト(苗木)

花陶岩(苗木)

黒雲母花嵐岩(菌木)

花陶岩(苗木)

花開閃緑岩(伊奈川)

長野県上伊那郡高遠町高遼

長野県上伊那郡高逮町長藤

長野県上伊那郡高遠町長藤

長野県上伊那郡美和村非持

長野県上伊那郡美和村非持

長野県下伊奈郡大鹿村鹿塩

辱野県下伊奈郡犬鹿村鹿腫

長野県下伊奈郡大鹿村鹿塩

長贋県下伊奈那大鹿村鹿塩

岐阜県中津川市苗木

長野県西筑摩郡吾妻村田立駅西方

･長野県西筑摩郡吾妻村蘭

岐阜県加茂郡八百津町

岐阜県中津川市奥平その他

Pb一血

Pb一血

Pb一価

��

��

Pb一回

��

Pb一血

��

��

周

��

��

��

��

苗

黒

黒

黒

黒

'レ

ノレ

'レ

ノレ

ノレ

1レ

ノレ

ノレ

'レ

木

雪

雲

雪

雲

ン

ン

ン

ン

ン

ン

眉

母

母

母

母

165土20

���

�ケ�

95土10

�ケ�

90土10

��　

�ケ�

��　

�

68土3

�

�

�

唐木田その他(近刊予定)

唐木田その他G圧刊予定)

慮木簡約〕他(1近干■』予定)

唐木田その他G丘刊予定)

唐木蘭その他(近刊予定)

唐木田その他(近刊予定)

腐木田その他(近刊予定)

唐木田その他(近刊予定)

麿.木田その他(近刊予走)

木村その他(1932)

柴田その他(近刊予走)

柴田その他(近刊予定)

柴田その他(近刊予定)

柴田その他(近刊予定)�
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44�花開閃緑猪(伊奈川)�長野県飯田市布野瀬�K-A�黒雲母�65±3�柴田その他(近刊予定)

45�花協閃緑岩(伊奈川)�長野県下伊那郡阿里村小野川(園原)�K-A�黒雲掲:�72�柴口1その他(近刊予定)

46�花開閃緑措(伊奈川)�愛知県東加茂郡細村内戸�K-A�黒雲母�53�蜘]その他(近Tl｣予定)

47�花樹閃緑婚(伊奈川)�愛知県西加茂郡藤岡村藤沢�K-A�熱雷慨�63�柴mその他(近刊予定)

48�項英閃緑猪(滴崎)�愛知県北設楽郡山嫁町田崎�K-A�瓢雲母�99�坂野その他(1961)

49�花開渕緑揖(湖11)�愛知県北設楽郡稲武111∫稲橘�K-A�黒雲母�94�M川erその他(1961)

50�石英閃緑岩(湖11)�愛知1県北設楽郡稲武町稲橘�K-A�黒雲母�101�坂野その他(1961)

51�花開閃縁拾(澗川)�愛知県北設楽郡�Pb-o�モナズ石�70±lO�廠木汀1その他(近刊予定)

52�花陶閃緑岩(武節)�愛知県北設楽郡�Pb-o�モナズ石�90±10�腐木瓜その他G研1｣予定)

53�花開閃緑岩(武節)�愛知県北設楽郡�Pb-f.�モナズ石�85土10�腐水田その他(近刊予定〕

54�花開閃緑済(三都橘)�愛知県北設楽郡�Pb一“�ジルコン�105±lO�唐木1月その他(近刊予定)

55�花開閉緑料(…都繍)�愛知県北設楽郡�Pb一･�ジルコン�95土10�唐木灰1その他O丘刊予定)

56�花陶閃緑碁(;都橋)�愛知県化設楽郡�Pbイ�ジルコン�95±1O�唐木肛1その他(近1:1｣予定)

57�花陶閃緑拾(三都橋)�愛知県北設楽郡田鵬1町田崎駅�K-A�黒雲縁�91�坂難その他(1961)

����

長理稗飯田市布野瀬

柴田その他(近刊予定)

廠刺ηその他(近刊テ足)

腐木Elその他(近11｣予定)

腐水田その他(近刊ヤ』置〕

唐木1月その他(近干■｣う定)

唐木灰1その他O丘刊づ定)

唐木肛1その他(近11｣干疋)

近

�

�

畿地域

'黒窒…母才仁1謁猪ペグマタイト

安1⊥1清

涼都府宮津市三重町谷内

大阪府面河内郡山11口村二上山

��

周

��

禍簾石'

.黒雲･母

�　

㈱�

ロコ久保その他(1951)

薬1｣日その他(〕丘干1｣予定)

中国地域

60花樹閃緑拾(柳咋)

�

四国地域

山口県玖珂郡大慶村犬久保

��

黒雲母1∫･･

il･･

柴田その他(1961)

�

�

�

�

�

�

黒雲母片岩(…波川)

黒雲1ヨ:片岩(;波川)

三湖川片岩申の鉱床

;脚I1結晶片措

三波川結晶片岩

片日謁差ト{グマクイト

愛媛県新居浜市別子国領川

愛媛県新局浜市別子鉱1｣佛四通洞

愛媛県新居浜市別子鉱山

愛媛県新層郡別子1I1村床鍋

愛媛県新居郡別子1⊥1村保土野

1愛媛県越智郡波力欄刀潟

��

��

�

��

��

��

周

男､雲母

､黒雲母:

硫化物

白雲母

白雲母

フェノレク巾ソン=石

�

�

⑪0

��

�

�

㈱�

坂野そσ)他(1961)

Millerその他(1961)

Hurleyその他(1941)

Millerその他(近刊予定)

Mi11erその他C丘刊予定)

田久保その他(1953A)

北九州地域

一������

68�花開閃緑措(糸島)�福岡県福岡市津舟崎�K-A�黒雲母��123柴田その他(近刊予定)

69�花開閃緑岩(糸島)�福岡県糸亮郡�Pb-o�ジルコン�115土15�唐木回]その他(近干11予定)

70�花開閃緑岩(糸島)�福岡県糸島郡�Pb叱�ジルコン�110±1O�腐木ロコその他G丘刊予定)

71�花鵠岩(真崎)�福岡県田川郡川崎1町安真木宇貞崎�U-pbTh�関ウラン鉱�96�木村その他(1937)

72�花開措(真崎)�福岡県田川郡川崎町安真木宇安宅����

��小峠�U.PbTh�閃ウラン鉱�102�木村その他(1937)

73�黒雲母花闇措(真崎)�福岡県田川郡川崎町真崎�K-A�黒雲母�98�柴田その他(近干1』予定)

74�花開措ペグマタイト(真崎)�福岡県田川郡川崎町貞崎竜円鉱山�206238���

���Pb-U�閃1)ラン鉱�111土5�井上その他(1961)

����㈳��

�����〴�㌉

76�黒雲撮花開岩(早良)�福岡県福岡市庁縄1』｣東方�K-A�黒雲母�88�柴田その他(近刊予定)

77�黒雲概花崩岩(早良)�福岡県�Pb-o�モナズ石�90土10�唐木蘭その他G丘刊予定)

78�黒雲母花開措(早良)�福岡県�Pb-o�モナズ方�94±10�腐木国その他G丘刊予定)

79�黒雲母花開岩(早良)�福岡県�Pb一α�ジルコン�90±ユ0�唐木目ヨその他G丘刊予定)

80�花開閃緑措(朝倉)�福岡県�Pb一α�ジルコン�80±10�腐木田その他G匠刊予定)

81�花開岩(宮原)�熊本県八代郡宮原町立神西方�K-A�黒一雲母�十4{123-1〇十9114-30�斎藤その他(1961)

����

:鴛土､､1瓢蝋算)

唐木ロコその他G丘刊予定)

唐木蘭その他G丘刊予定)

腐木国その他(近刊予定)

唐木目ヨその他G丘刊予定)

腐木田その他G匠刊予定)

南九州地域

�

�

�

�

�

�

�

花筒閃緑岩

花開閃緑岩

花開閃緑措

花嵩閃緑瘡

花開閃緑岩

花闇閃緑岩

花樹閃緑拾

(廃川)

(市房山)

(紫尾1｣1)

(徽島)

(高隈1⊥1)

(国見山)

(国見山)

宮崎県東臼杵郡北方村脚11

鹿児島県球磨郡水上村舟石

鹿児島興薩摩郡宮之城町楠八重

鹿児島県薩摩郡下甑村手打

鹿児島県垂水市本城川流域

鹿児島県胆属郡内浦町水尻

鹿児島県胆属郡田代朽瀬戸口

��

��

��

��

��

��

��

雲

雪

雲

雪

雲

雪

雲

母

母

母

母

層

母

周:

･1･･1

��

��

��

��

��

㈱�

紫田その他G丘刊予定)

柴田その他(近刊予定)

柴田その他(近刊予定)

柴田その他G匠干1｣予定)

柴田その他G丘刊予定)

柴田そθ)他(旺刊予定)

柴田そむ)他(近刊予定)

証1.未公刊の数字は

2.未分削の数字は

それぞれ原著者の許可をえて掲載した

それぞれ原著者によって公刊せられるまで

本書からの俳1陸禁止する
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